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令和７年３月 日

南丹市長 西村 良平 様

南丹市地域創生会議

座長 窪田 好男

第３期南丹市人口ビジョン・南丹市地域創生戦略について（答申）

令和６年１１月１４日付けで市長から諮問のありました第３期南丹市人口ビジョン及び

南丹市地域創生戦略について、慎重に審議を重ねた結果、別添のとおり答申します。

なお、人口減少という南丹市が直面する大きな課題に立ち向かい、歯止めをかけるため

に、次の意見を付し、十分に配慮して実行されることを要望します。

記

１．地域創生戦略の実効性の確保について

人口ビジョンの推計結果を踏まえ、今後、南丹市が目指すまちづくりの方向性や地域創

生の目的を果たすために、重要目標達成指標（KGI）や重要業績評価表（KPI）を設定した
ので、正確な数値等の把握、より精度の高い指標への見直しなどに努められたい。

また、市民の生活に目を向け、寄り添いながら、市長のリーダーシップと共に職員一人

一人が人口減少問題に立ち向かい、すべての部局が連携をより一層深めながら、継続的な

改善プロセスを通じて効果的かつ効率的な施策を実施されたい。

２．地域創生会議委員の提案意見等について

南丹市人口ビジョン・南丹市地域創生戦略の策定に当たっては、パブリックコメントの

意見も踏まえ、各委員それぞれの立場、視点から、目標人口の設定や地域創生のために取

り組む施策についてなど、多くの意見・提案があった。

南丹市をとりまく環境の変化を踏まえつつ、今までの取り組みを継承、発展させるとと

もに、着実なデジタル化の推進を考慮し、南丹市の地域創生のために取り組むべきと考え

られるものを施策の例として列挙しており、これらの意見提案については、今後、さらに

庁内において実現に向けた検討・検証を積極的に行われたい。


